
広報いの 2016 4月号  2021  広報いの 2016 4月号

警察署からのお知らせ 土佐警察署　　　 852 ー 0110
いの警察庁舎　　 893 ー 1234

無事故・無違反達成おめでとうございます
　運転者5人で1チームをつくり、チーム全員が103日間（平成27年9月20日～12月31日）の無事故・
無違反を目指す『セーフティロード103（土佐）』が県内で行われ、いの警察庁舎受付分では、参加107
チーム中99チーム（92.5％）が見事達成されました。
　たくさんのご参加ありがとうございました。

あ
ら

　こ

　ち

こ
わ 友

草
　
水
月 

選

「
当
季
雑
詠
」

荒
東
風
に
音
の
転
が
る
石
だ
た
み田

蔦
恵
美
子

（
評
）「
東
風
」
と
い
え
ば
道
実
の
「
東
風
吹
か

ば
匂
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花
主
な
し
と
て
春
を
忘

る
な
」
の
古
歌
を
思
い
出
す
。
東
風
と
は
春
に

東
か
ら
吹
く
柔
ら
か
な
風
の
こ
と
で
あ
る
。
掲

句
は
「
荒
東
風
」
で
あ
り
「
強
東
風
」
と
も
い

わ
れ
る
。
石
畳
の
上
を
音
を
立
て
て
何
か
転
が

っ
て
い
っ
た
。
物
が
転
が
っ
て
い
っ
た
の
で
は

な
く
、
音
が
転
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
視

覚
で
な
く
聴
覚
で
と
ら
え
た
表
現
の
う
ま
さ
が

あ
る
。
今
年
は
例
年
に
な
く
気
圧
配
置
の
関
係

で
荒
東
風
、
強
東
風
が
日
本
列
島
を
お
そ
っ
た
。

日
本
海
に
低
気
圧
が
発
生
す
る
と
南
風
が
吹
き

春
一
番
と
呼
ば
れ
る
。

○
荒
東
風
に
鰤
網
お
こ
す
熊
野
び
と澤

田
　
緑
正

　極
寒
の
水
も
ゆ
た
か
に
紙
を
漉
く島

村
か
り
ん

（
評
）
最
も
寒
い
時
期
に
漉
か
れ
た
紙
は
古
来

良
質
の
紙
と
さ
れ
、
寒
漉
き
の
紙
と
し
て
重
宝

さ
れ
た
。
こ
の
極
寒
で
の
「
の
り
」「
ね
り
」

と
い
う
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
成
分
が
よ
く
紙
の
繊

維
と
な
じ
む
た
め
紙
の
繊
維
が
縦
横
と
何
重
に

も
重
な
る
効
果
を
高
め
る
の
で
あ
る
。
夏
場
に

気
温
が
高
く
な
る
と
そ
の
効
果
が
低
下
し
、
良

質
の
紙
は
で
き
な
い
。
か
つ
て
日
本
の
山
間
部

の
農
家
で
は
、
冬
期
副
業
と
し
て
製
紙
業
が
盛

ん
で
あ
っ
た
。

○
紙
を
漉
く
ぽ
た
ぽ
た
と
暮
れ
に
け
り

小
倉
　
英
男

紅
梅
や
悲
願
の
ロ
ー
ド
開
通
す

森
岡
　
照
月

（
評
）
多
く
の
地
区
住
民
が
待
ち
望
ん
で
い
た
高

知
西
バ
イ
パ
ス
が
、
紅
梅
の
咲
く
昨
今
や
っ
と

枝
川
I
C
か
ら
鎌
田
I
C
ま
で
繋
が
っ
た
。「
悲

願
の
ロ
ー
ド
開
通
す
」
で
関
係
者
の
こ
の
上
も

な
い
喜
び
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
世
は
ま
さ
に
車
社
会
。
国
道
33
号
線
の
高
知

〜
い
の
間
の
渋
滞
は
解
消
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、

バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
り
、
い
の
町
が
通
過
点
と

な
り
、
量
販
店
を
含
む
一
般
商
店
へ
の
客
足
が

減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
あ
る
首
長
が
バ
イ
パ
ス
設
置
に
反
対
し

て
お
ら
れ
た
が
時
代
の
流
れ
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。

○
厄
介
や
紅
梅
の
咲
き
満
ち
た
る
は永

田
　
耕
衣

　奄
美
に
も
雪
は
降
り
け
り
寒
の
中石原

　
　
静

（
評
）
世
界
で
異
常
気
象
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

今
年
も
春
に
な
っ
て
か
ら
西
日
本
は
大
雪
に
見

ま
わ
れ
た
。
先
日
、
県
西
部
の
山
間
部
は
何
年

ぶ
り
か
の
大
雪
と
な
っ
た
。
私
の
住
む
工
芸
村

辺
り
で
は
積
雪
が
30
セ
ン
チ
を
超
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
雪
景
色
を
堪
能
し
た
。
掲
句
は
何
年
ぶ

り
か
に
南
の
島
、
奄
美
大
島
に
降
っ
た
雪
で
驚

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
今
年
は
暖
冬
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
降
雪

と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
根
雪
に
な
る
こ

と
な
く
3
日
ば
か
り
で
消
え
て
し
ま
っ
た
。
や

は
り
暖
冬
で
あ
る
。

○
は
る
の
雪
産
着
の
や
う
に
田
の
真
昼

小
宅
　
容
義 

　
　二
句
抄

春
の
夜
の
骨
音
さ
せ
て
緩
み
お
り

 
竹
崎
た
か
ひ
ろ

春
愁
や
女
は
紅
を
濃
ゆ
く
す
る

煮
凝
り
を
崩
せ
ば
遠
き
海
の
音

 
間
　
　
浩
太

節
分
の
曇
り
硝
子
に
○
を
書
く

旧
正
の
一
日
菜
園
に
て
暮
れ
る

 

田
蔦
恵
美
子

空
豆
の
初
花
に
会
う
今
日
の
幸

何
ん
と
な
く
離
れ
づ
ら
き
や
春
炬
燵

 小
野
川
町
子

せ
せ
ら
ぎ
に
春
の
鼓
動
を
感
じ
け
り

風
光
る
さ
れ
ど
息
せ
く
坂
の
道

 

岡
村
　
嘉
夫

物
の
芽
の
伸
び
る
楽
し
み
隠
棲
す

背
伸
び
し
て
お
じ
や
み
ひ
い
ふ
う
春
を
待
つ

 川
村
　
博
子

春
立
つ
や
告
げ
て
お
き
た
き
父
母
の
墓

枯
枝
を
す
っ
と
さ
し
た
る
雪
の
朝

 
國
田
　
貞
子

も
の
言
わ
ず
た
だ
見
つ
め
お
り
窓
の
雪

弓
神
事
矢
風
の
春
の
音
を
聞
く

 
大
川
　
節
弥

武
士
偲
ぶ
面
影
城
の
梅

日
記
書
く
ペ
ン
の
走
り
も
春
め
け
る

 刈
谷
　
志
津

日
脚
延
ぶ
昨
日
よ
り
今
日
さ
ら
に
明
日

宮
参
り
曽
孫
主
役
の
笑
い
初
め

 

片
岡
　
包
女

留
守
居
に
も
な
ら
ぬ
難
聴
朝
が
す
み

塗
り
た
て
の
眩
し
き
ポ
ス
ト
春
隣

 津
田
　
久
美

目
つ
む
れ
ば
想
い
出
ば
か
り
針
供
養

門
松
も
国
旗
も
出
な
い
お
正
月

 

石
原
　
　
静

畦
焼
く
や
豊
作
願
い
煙
受
け

 

森
岡
　
照
月

オ
リ
オ
ン
の
真
下
春
待
つ
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

　島
村
か
り
ん

石
一
つ
も
り
あ
が
り
た
る
春
の
雪

 
友
草
　
水
月

春
寒
や
大
地
に
凍
て
る
石
と
靴

　
　
名
　
句
　
鑑
　
賞 

　
　
　
　
水
月

　
昨
年
度
い
く
つ
か
芭
蕉
の
句
を
紹
介
し
て
き

た
。
ほ
か
に
も
誰
も
が
知
っ
て
い
る
句
や
歴
史

と
関
係
あ
る
土
地
の
句
が
あ
る
。
例
え
ば
「
夏

草
や
兵
ど
も
が
夢
の
あ
と
」「
五
月
雨
の
降
り
の

こ
し
て
や
光
堂
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
季
節

で
は
芭
蕉
は
特
に
秋
を
詠
ん
だ
句
が
多
い
。「
秋

深
き
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
は
有
名
で
あ
る
。

　
わ
び
・
さ
び
の
世
界
を
愛
し
、
旅
を
続
け
た

芭
蕉
の
最
後
の
句
「
旅
に
病
ん
で
夢
は
野
原
を

か
け
廻
る
」、
こ
の
句
に
思
い
を
重
ね
る
今
日
こ

の
ご
ろ
で
あ
る
。

　
　次

　
　題

　「当
季
雑
詠
」

　
　締
め
切
り

　毎
月
5
日

投
句
先

　
　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
い
の
町
1
7
0
0

－

1

8
9
3

－

1
9
2
2

い
の
流
水
俳
壇

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99

（受付順）

EDAGAWA BASE（高知ニュードライバー学院）
SDワンダくんチーム（自動車安全運転センター）
本家SDチーム（自動車安全運転センター）
兎と亀（（一社）高知県交通安全協会 業務課）
講習家（運転免許センター）
チームつかさ（運転免許センター）
ショムイチ（運転免許センター）
長沢長寿クラブ
アンプルA（㈱アンプル）
アンプルB（㈱アンプル）
アンプルC（㈱アンプル）
アンプルD（㈱アンプル）
たかちゃん（日高村役場）
チーム産業環境課（日高村役場）
日高村役場住民課（日高村役場）
日高村役場総務課（日高村役場）
原一枝と愉快な仲間たち（日高村役場）
タナカA（㈲田中運送）
タナカB（㈲田中運送）
タナカC（㈲田中運送）
TeamGMW～going my way～（土佐警察署　いの警察庁舎）
交通安全すみれの会
チーム “メッソ”（運転免許センター）
エダガワ（運転免許センター）
ROAD194（土佐警察署　いの警察庁舎）
ちょー安全ユニオン（土佐警察署　いの警察庁舎）
高知支店（四電エンジニアリング㈱高知支店）
四E高知業務課（四電エンジニアリング㈱高知支店）
チーム営業（四電エンジニアリング㈱高知支店）
チームアクア（四電エンジニアリング㈱高知支店）
ソリューション・分一（四電エンジニアリング㈱高知支店）
電気屋（四電エンジニアリング㈱高知支店）
チームオペラ座（四電エンジニアリング㈱高知支店）
チームT・O・G・S・Y（四電エンジニアリング㈱高知支店）
チームアサコ（四電エンジニアリング㈱高知支店）
キカイ1（四電エンジニアリング㈱高知支店）
機械・情報通信（四電エンジニアリング㈱高知支店）
水力（四電エンジニアリング㈱高知支店）
工事（四電エンジニアリング㈱高知支店）
情報通信1（四電エンジニアリング㈱高知支店）
情報通信2（四電エンジニアリング㈱高知支店）
情報通信3（四電エンジニアリング㈱高知支店）
国友バリバリチーム（国友商事㈱）
森本興業（㈱森本興業）
ちょリス（JAコスモス日高支所）
いーの3（土佐警察署　いの警察庁舎）
本川生コン工業㈱（本川生コン工業㈱）
建築グループ（四電エンジニアリング㈱南国工事所）
工事1グループ（四電エンジニアリング㈱南国工事所）
工事2グループ（四電エンジニアリング㈱南国工事所）

ShikokuバンカーズinoA（㈱四国銀行伊野支店）
ShikokuバンカーズinoB（㈱四国銀行伊野支店）
仁淀消防（仁淀消防組合）
いの安協（（一社）高知県交通安全協会 いの支部）
夢みぃ一家（宇治工業㈲）
いの町社協本所（社会福祉法人いの町社会福祉協議会）
いの町社協地域福祉に真剣！！（社会福祉法人いの町社会福祉協議会）
ひろみっちゃんズ（運転免許センター）
むささびっ娘（いの町社会福祉協議会）
本川住民福祉課（いの町役場）
HONGAWA（いの町役場）
中村とゆかいな仲間たち（いの町役場）
中央西土木（中央西土木事務所）
中央西土木　道路建設課（中央西土木事務所）
中央西土木　河港建設課（中央西土木事務所）
中央西土木　維持管理課（中央西土木事務所）
中央西土木　総務・用地課（中央西土木事務所）
昭和組（㈲伊東組）
手箱1（㈲手箱建設）
手箱2（㈲手箱建設）
いのイータ（伊野税務署）
伊野林業チーム（中央西林業事務所）
ザ・ルーキーズいの（いの町役場）
神5TEAM☆AKIRA（いの町役場）
チーム☆ザッキー（いの町役場）
3K（いの町役場）
セーフティドライバー（いの町役場）
姉御プラス1健康家族（いの町役場）
ココア筋肉健康家族（いの町役場）
いの町吾北建設課①（いの町役場）
いの町吾北住民福祉課（いの町役場）
すみだふぁみりぃ（いの町役場）
はげつるピッカ
ケイチャンリチーム（かんぽの宿伊野）
エビチャンチーム（かんぽの宿伊野）
ファミリー片田
日高村安全運転の会
いーの（土佐警察署　いの警察庁舎）
小津っこ
氷室の里チーム（長沢郵便局）
チームふわふわ（いの町観光協会）
カツオのタタキ（JAコスモス伊野支所）
日高村建設課（日高村役場）
QRAUD（土佐和紙工芸村くらうど）
西川建設（A）（西川建設㈱）
西川建設（B）（西川建設㈱）
明神ハイヤーNo1（㈲明神ハイヤー）
明神ハイヤーNo2（㈲明神ハイヤー）
明神ハイヤーNo3（㈲明神ハイヤー）

チーム名（事業所名） No. チーム名（事業所名）

（医）慶誠会

いの町新町86　　TEL 088－892－0296
院長　高岡和子

禁煙治療も行っています
日曜、祝日、木曜と土曜の午後休診

診 察 医 師

診療時間 月 火 水 木 金 土

○ ○ ☆ ☆ ○ ○

○ ○ ○ ○

午前
9:00～12:30

午後
2:00～6:00

○高岡誠人、高岡和子
☆高岡和子

高岡内科


